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これらのことをきょうだいたちに示すなら、あなたは、信仰の言葉と、あなたが従って

きた良い教えの言葉とに養われて、キリスト・イエスの良い奉仕者となるでしょう。俗悪

で愚にもつかない作り話を避けなさい。敬虔のために自分を鍛えなさい。体の鍛練も多少

は役に立ちますが、敬虔は、今と来るべき時の命を約束するので、すべてに有益だからで

す。この言葉は真実であり、すべて受け入れるに値します。私たちが労苦し、闘っている

のは、すべての人、とりわけ信じる人々の救い主である生ける神に望みを置いているから

です。これらのことを命じ、教えなさい。あなたは、年が若いからといって、誰からも軽

んじられてはなりません。むしろ、言葉、振る舞い、愛、信仰、純潔の点で、信じる人々

の模範となりなさい。私が行くまで、聖書の朗読と勧めと教えとに専念しなさい。あなた

の内にある賜物を軽んじてはなりません。その賜物は、長老たちが手を置いたとき、預言

を通してあなたに与えられたものです。これらのことに努め、そこから離れないようにし

なさい。そうすれば、あなたの進歩はすべての人に明らかになるでしょう。自分のことと

教えとに気を配り、それをしっかりと守りなさい。そうすれば、あなたは自分自身と、あ

なたの言葉を聞く人々とを救うことになります。（Ⅰテモテ 4:6 ～ 16） 

 

著者は、大牧者であるパウロになり切って、愛する子、忠実な弟子テモテに宛てて、福

音宣教と牧会上の勧めを事細かに諭す言葉を書いている。まず「これらのことをきょうだ

いたちに示すなら、あなたは、信仰の言葉とあなたが従ってきた良い教えの言葉とに養わ

れて、キリスト・イエスの良い奉仕者となるでしょう」と、信仰と善い教えをきょうだい

たちに教えるならば、あなた自身が養われて、キリストに仕える良い宣教者になることが

できると言う。「俗悪で愚にもつかない作り話は避けなさい。敬虔のために自分を鍛えな

さい。体の鍛錬も多少は役に立ちますが、敬虔は、今と来るべき時の命を約束するので、

すべて有益だからです 。」 無益な話を避け、キリストへの敬虔を深めなさい。体の鍛錬も

よいが、敬虔の鍛錬が現在と未来の命を約束し、益になる。そして、「この言葉は、真実

であり、すべて受け入れるに値します」と、キリストの福音は真実であると念を押してい

る。福音宣教は誤解や反発があり、労苦は避けられないが、救い主キリスト、生ける神に

望みを置いているから、宣教に励むことができる。著者は、テモテに再度「これらのこと

を命じ、教えなさい」と語りかけ、あなたは年が若いということで、誰からも軽んじられ

てはならないと言う。むしろ、言葉、振る舞い、愛、信仰、純潔の点で、模範となりなさ

いと諭す。私が行く時まで、聖書の朗読と勧めと教えに専念しなさい。「あなたの内にあ

る賜物を軽んじてはなりません。その賜物は、長老たちが手を置いたとき、預言を通して

あなたに与えられたものです 。」 テモテへの賜物は、長老たちに按手の祝福を受けた時に、

神から与えられたものである。賜物を無駄にせず、生かしなさい。「そうすれば、あなた

の進歩はすべての人に明らかになるでしょう 。」 パウロは、若いテモテが信仰の言葉を守

り、確かに成長してほしいと願い、「自分のことと教えとに気を配り、それをしっかり守

りなさい」と言う。人に教えていながら、自分自身を見失って、聖書の教えから離れる時、

神を見失う。真実な福音にしっかり留まるならば、「そうすれば、あなたは自分自身と、

あなたの言葉を聞く人々とを救うことになります 。」 自分が救われることなく人を救うこ

とはできない。自分を救う言葉が、聞く人々の救いになるのである。 


